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養成校における事例登録データベース（事例報告登録制度）の活用について 

 

 養成校の会員の皆様より、臨床実習などの代替手段として事例登録データベースの事例を参考にした

いとの相談が届いています｡現在、会員個人のポータルサイトより事例報告登録システム内の公開されて

いる事例の検索は可能ですが、事例検索の利便性を図るため、現在公開されている一般事例と MTDLP

事例報告のリストを作成しました｡必要に応じて活用頂けると幸いです｡ 

 

 

＜事例報告の閲覧について＞ 

・事例報告登録制度に関する同意文書で、登録された事例報告の利用範囲が明示されています｡ 

 

 

 

 

 

事例報告登録制度についてのお問い合わせ 

事例報告登録制度 管理室 

jireitouroku@jaot.or.jp 

mailto:jireitouroku@jaot.or.jp?subject=事例登録データベースについて


＜事例報告の検索の仕方について＞ 

 

・事例報告を閲覧できるのは、日本作業療法士協会が発行する ID、パスワードを持つ正会員となります｡ 

・会員ポータルサイトからログインして頂き、事例登録のページに移動して下さい｡ 

・事例登録のページの中央部の事例検索のボタンから、検索ページに移動して下さい｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・事例報告の閲覧の際には、事例報告登録システム内の注意事項を確認して頂き、教育目的のチェックボ

ックスを選択し、テキスト入力欄に具体的な使用方法を記入して下さい｡ 

 

 例：○○大学 作業療法学科「事例研究法演習」の参考資料として使用する｡ 

 

 

 

 

＜事例の検索について＞ 

事例を検索する場合は、公開事例リストの表題を文字列検索の項目に入力して検索して下さい｡ 

 

 



公開事例リストの解説 

 

●一般事例公開リスト・MTDLP事例公開リスト 共通項目 

 

受付番号：こちらは事例報告の固有の番号です｡ 

     該当の事例の URL の末尾となります｡ 

     事例番号から事例を検索することはできません｡ 

 

表題：事例を検索するこちらの表題の一部を文字列検索の項目に入力して検索して下さい｡ 

 

事例公開日：事例審査が終了しシステムに公開された日です｡ 

 

事例報告者の情報：個人情報の保護を徹底するために、本制度では本文と報告者が結びつかないよう「連

結不可能匿名化」を図っています｡ 平成 22 年 5 月 1 日より個人の業績としてカウントできるように、シ

ステム内に選択機能を設定しました｡これにより任意で報告者の氏名、所属の公開ができるようになって

います｡システム改定以前の事例については、未設定となっています｡ 

 

 

▲ MTDLP事例公開リスト 

生活事例 新・旧：受付番号 4142 までが、生活行為向上マネジメントの旧システムでの事例報告とな

ります｡現在の新システムでの MTDLP 事例報告と添付のシートが異なります｡ 

 

生活事例の総合判定：新システムでは、S 事例と A 事例があります｡S 事例は実践が素晴らしく多くの会

員に参照して頂きたい事例です｡ 

 

※ MTDLP 事例については、対象者の個人情報保護のために、一般情報シート、生活行為申し送り表

については公開していませんのでご了承ください｡ 

 


